
目

次

規

則

△

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

福
祉
保
健
総
務
室)

…
…
…
一

△

採
石
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

技
術
企
画
室)

…
…
…
二

(

以
上
県
法
規
登
載)

告

示

△

漁
船
損
害
等
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
付
保
義
務
の
発
生

(

漁
業
調
整
室)

…
…
…
二

△

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
基
幹
道
路
整
備

事
業
の
工
事
の
完
了

(

道
路
整
備
室)

…
…
…
二

△

道
路
の
区
域
変
更(

二
件)

(

道
路
河
川
管
理
室)

…
…
…
二

△

道
路
の
供
用
開
始(

二
件)

(
〃

)

…
…
…
三

△

二
級
河
川
二
河
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定

(
河
川
企
画
整
備
室)

…
…
…
四

△

二
級
河
川
本
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定

(

〃

)

…
…
…
四

△

一
級
河
川
芦
田
川
水
系
芦
田
川
上
流
ブ
ロ
ッ
ク
河
川
整
備
計
画
の

策
定

(

〃

)

…
…
…
四

公

告

△

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
証
申
請

(

文
化
・
県
民
協
働
室)

…
…
…
四

△

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
認
証
申
請

(

〃

)

…
…
…
四

△

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
市
の
意
見
の
概
要

(

地
域
産
業
振
興
室)

…
…
…
四

△

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
病
に
か
か
り
、
又
は
か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
コ
イ
が
確
認
さ
れ
た
県
内
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ

ら
と
連
接
一
体
を
な
す
水
面
の
範
囲

(

水
産
振
興
室)

…
…
…
五

公
安
委
員
会
告
示

△

遊
技
機
の
型
式
の
検
定
の
告
示

五

公公公
布布布
さささ
れれれ
たたた
規規規
則則則
ののの
あああ
ららら
ままま
ししし

★

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

規
則
第
六
十
号)

(

福
祉
保
健
総
務
室)

一

改
正
の
要
旨

災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
の
程
度
、
方
法
及
び
期
間
並
び
に
実
費
弁
償
の
基
準
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
応
急
仮
設
住
宅
の
支
出
の
限
度
額
を
引
き
下
げ
る
な
ど
の
改
正
を
行
っ
た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

★

採
石
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

規
則
第
六
十
一
号)

(

技
術
企
画
室)

一

改
正
の
要
旨

採
石
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
条
項
の
整
理
を
行
う
な
ど
必
要
な
改
正
を
行
っ
た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
八
年
七
月
一
日

規規規

則則則

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
規
則
第
六
十
号

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

災
害
救
助
法
施
行
細
則

(

昭
和
二
十
三
年
広
島
県
規
則
第
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
応
急
仮
設
住
宅
の
項
中

｢

二
、
三
八
五
、
〇
〇
〇
円｣

を

｢

二
、
三
四
二
、
〇
〇
〇
円｣

に
改

め
、
同
表
被
服
、
寝
具
そ
の
他
生
活
必
需
品
の
給
与
又
は
貸
与
の
項
支
出
の
限
度
の
欄
第
一
号
中

｢

一
七
、

三
〇
〇
円｣

を

｢

一
七
、
二
〇
〇
円｣

に
、｢

二
八
、
五
〇
〇
円｣

を

｢

二
八
、
四
〇
〇
円｣

に
、｢

二
二
、

二
〇
〇
円｣
を

｢

二
二
、
一
〇
〇
円｣

に
、｢

三
六
、
八
〇
〇
円｣

を

｢

三
六
、
七
〇
〇
円｣

に
、｢

三
二
、

七
〇
〇
円｣
を

｢
三
二
、
六
〇
〇
円｣

に
、｢

五
一
、
四
〇
〇
円｣

を

｢

五
一
、
二
〇
〇
円｣

に
、｢

三
九
、

一
〇
〇
円｣

を

｢
三
九
、
〇
〇
〇
円｣

に
、｢

六
〇
、
三
〇
〇
円｣

を

｢

六
〇
、
一
〇
〇
円｣

に
、｢

四
九
、

六
〇
〇
円｣

を

｢

四
九
、
五
〇
〇
円｣

に
、｢

七
五
、
六
〇
〇
円｣

を

｢

七
五
、
四
〇
〇
円｣

に
改
め
、
同

欄
第
二
号
中

｢

一
六
、
九
〇
〇
円｣

を

｢

一
六
、
八
〇
〇
円｣

に
、｢

二
〇
、
〇
〇
〇
円｣

を

｢

一
九
、
九

…
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…
…
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…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
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…
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〇
〇
円｣

に
、｢

一
七
、
五
〇
〇
円｣

を

｢

一
七
、
四
〇
〇
円｣

に
、｢

二
五
、
三
〇
〇
円｣

を

｢

二
五
、
二

〇
〇
円｣

に
改
め
、
同
表
災
害
に
か
か
つ
た
住
宅
の
応
急
修
理
の
項
中

｢

五
一
〇
、
〇
〇
〇
円｣

を

｢

五
〇

〇
、
〇
〇
〇
円｣

に
改
め
、
同
表
埋
葬
の
項
中

｢

一
九
三
、
〇
〇
〇
円｣

を

｢

一
九
九
、
〇
〇
〇
円｣

に
、

｢

一
五
四
、
四
〇
〇
円｣

を

｢

一
五
九
、
二
〇
〇
円｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

採
石
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
規
則
第
六
十
一
号

採
石
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

採
石
法
施
行
細
則

(

昭
和
四
十
六
年
広
島
県
規
則
第
八
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中

｢

登
記
簿
の
謄
本｣

を

｢
登
記
事
項
証
明
書｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号

ロ
中｢

廃
土
又
は
廃
石｣

を｢

廃
土
等(

廃
土
、
廃
石
、
脱
水
ケ
ー
キ
及
び
脱
水
ケ
ー
キ
の
処
理
土
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
ニ
中

｢

廃
土
又
は
廃
石｣
を

｢

廃
土
等｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
イ

中

｢

土
地
登
記
簿
の
謄
本
又
は
全
部
事
項
証
明
書｣

を

｢

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書｣

に
改
め
、
同
項
第
五

号
中

｢

第
八
条
の
十
五
第
二
項
第
十
号｣

を

｢

第
八
条
の
十
五
第
二
項
第
十
一
号｣

に
改
め
、
同
号
ト
中

｢

廃
土
又
は
廃
石｣

を

｢

廃
土
等｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
号
及
び
別
記
様
式
第
六
号
中

｢採
石
業
務
を
担
当
す
る
｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告告告

示示示

広
島
県
告
示
第
六
百
五
十
三
号

漁
船
損
害
等
補
償
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号)

第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
も

の
と
認
め
た
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

井
口
加
入
区

(

井
口
漁
業
協
同
組
合)

、
草
津
地
区
加
入
区

(

広
島
市
漁
業
協
同
組
合)

、
江
波
地
区
加
入

区

(

広
島
市
漁
業
協
同
組
合)

、
広
島
地
区
加
入
区

(

広
島
市
漁
業
協
同
組
合)

、
向
洋
地
区
加
入
区

(

広
島

市
漁
業
協
同
組
合)

、
宇
品
地
区
加
入
区

(

広
島
市
漁
業
協
同
組
合)

、
仁
保
加
入
区

(

広
島
市
漁
業
協
同
組

合)

、
仁
保
加
入
区

(

仁
保
漁
業
協
同
組
合)

、
倉
橋
東
加
入
区

(

倉
橋
西
部
漁
業
協
同
組
合)

、
倉
橋
西
加

入
区

(

倉
橋
西
部
漁
業
協
同
組
合)

、
倉
橋
東
加
入
区

(

倉
橋
島
漁
業
協
同
組
合)

、
倉
橋
西
加
入
区

(

倉
橋

島
漁
業
協
同
組
合)

、
鹿
島
加
入
区

(

倉
橋
島
漁
業
協
同
組
合)

、
川
尻
町
加
入
区

(

川
尻
漁
業
協
同
組
合)

、

安
浦
加
入
区

(

安
浦
漁
業
協
同
組
合)

、
大
崎
内
浦
加
入
区

(

大
崎
内
浦
漁
業
協
同
組
合)

、
向
島
町
加
入
区

(

向
島
町
漁
業
協
同
組
合)

広
島
県
告
示
第
六
百
五
十
四
号

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法(

平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号)

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、

安
芸
高
田
市
の
市
道
改
築
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
五
十
五
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
尾
三
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
七
月
六
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

三
原
本
郷
線

道
路
の
区
域
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市
道
梶
矢
下
川

根
線 路

線

名

安
芸
高
田
市
高
宮
町
大
字
川
根
字
竹
貞
三
七
七
七
番
一

地
先
か
ら

安
芸
高
田
市
高
宮
町
大
字
川
根
字
竹
貞
三
九
二
六
番
一

地
先
ま
で 工

事

区

間

改

築
工
事
の

種

類

平
成
一
八
年
五
月
二
四
日

工
事
完
了
の
日

(定期)



道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

大
草
三
原
線

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
六
百
五
十
六
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
七
月
六
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

広
島
三
次
線

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
六
百
五
十
七
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
尾
三
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
七
月
六
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
五
十
八
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
七
月
六
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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3

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
二
〇
番
一
地
先
か
ら

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
三
二
番
一
地
先
県
道
大
草

三
原
線
交
点
ま
で

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
二
〇
番
一
地
先
か
ら

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
三
二
番
一
地
先
県
道
大
草

三
原
線
交
点
ま
で

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
二
〇
番
一
地
先
か
ら

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
三
七
番
一
地
先
県
道
大
草

三
原
線
交
点
ま
で

区

間

新 旧 旧 新
旧

別

一
三
・
二
〇
〜

三
六
・
〇
〇

七
・
二
〇
〜
一

一
・
八
〇 メ

ー
ト
ル

七
・
二
〇
〜
一

一
・
八
〇

敷
地
の
幅
員

九
四
・
五
〇

一
三
六
・
五
〇

メ
ー
ト
ル

一
三
六
・
五
〇

延

長

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

備

考

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
三
二
番
一
地
先
か
ら

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
四
一
番
一
地
先
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

別

一
〇
・
九
〇
〜

一
九
・
五
〇

メ
ー
ト
ル

一
〇
・
九
〇
〜

一
一
・
七
〇

敷
地
の
幅
員

一
四
三
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

一
四
三
・
〇
〇

延

長

拡
幅 備

考

安
芸
高
田
市
向
原
町
長
田
字
中
組
四
六
七
番
四
地
先
か
ら

安
芸
高
田
市
向
原
町
長
田
字
中
組
四
七
二
番
一
地
先
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

別

一
一
・
〇
〇
〜

一
二
・
七
〇

メ
ー
ト
ル

八
・
〇
〇
〜
一

〇
・
〇
〇

敷
地
の
幅
員

七
二
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

七
二
・
〇
〇

延

長

拡
幅 備

考

県
道
大
草
三
原

線 県
道
三
原
本
郷

線 路

線

名

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
三
二
番
一
地
先
か
ら

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
四
一
番
一
地
先
ま
で

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
二
〇
番
一
地
先
か
ら

三
原
市
小
坂
町
字
竹
野
端
三
二
三
七
番
一
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
一
八
年
六
月
二

二
日

平
成
一
八
年
六
月
二

二
日 供

用
開
始
の
期
日

県
道
広
島
三
次

線 路

線

名

安
芸
高
田
市
向
原
町
長
田
字
中
組
四
六
七
番
四
地
先
か
ら

安
芸
高
田
市
向
原
町
長
田
字
中
組
四
七
二
番
一
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
一
八
年
六
月
二

二
日 供

用
開
始
の
期
日

(定期)



広
島
県
告
示
第
六
百
五
十
九
号

河
川
法

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
二
級
河
川
二
河

川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
を
平
成
十
八
年
五
月
二
十
五
日
に
定
め
た
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
河
川
企
画
整
備
室
並
び
に
広
島

県
呉
地
域
事
務
所
建
設
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
六
十
号

河
川
法

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
二
級
河
川
本
川

水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
を
平
成
十
八
年
五
月
二
十
五
日
に
定
め
た
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
河
川
企
画
整
備
室
並
び
に
広
島

県
東
広
島
地
域
事
務
所
建
設
局
竹
原
支
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
六
十
一
号

河
川
法

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号)

第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
一
級
河
川

芦
田
川
水
系
芦
田
川
上
流
ブ
ロ
ッ
ク
河
川
整
備
計
画
を
平
成
十
八
年
六
月
九
日
に
定
め
た
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
河
川
企
画
整
備
室
並
び
に
広
島

県
尾
三
地
域
事
務
所
建
設
局
及
び
福
山
地
域
事
務
所
建
設
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

公公公

告告告

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り

特
定
非
営
利
活
動
法
人
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
特

定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
定
款
変
更
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
法
と
い
う
。)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
っ
て
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
所
在
地
の
属
す
る
市
か
ら
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
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特
定
非
営
利
活
動

法
人
ひ
ま
わ
り
の

家
宮
沖

特
定
非
営
利
活
動

法
人
庄
原
共
同
作

業
所

特
定
非
営
利
活
動

法
人
な
の
花
会

特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
名
称

吉
田

良
輝

佐
々
木

渉

仲
井

賢
行

代
表
者
の
氏
名

広
島
県
三
原
市
宮

沖
三
丁
目
一
二
番

九
号

広
島
県
庄
原
市
西

本
町
二
丁
目
一
三

番
二
号

広
島
県
福
山
市
水

呑
町
四
七
二
七
番

地
の
六

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

こ
の
法
人
は
、
三
原
市
及
び
そ
の
近

郊
に
居
住
す
る
障
害
者(

児)

に
対

し
て
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
相
談
及
び
助
言
な
ど

具
体
的
な
指
導
、
支
援
活
動
に
関
す

る
事
業
を
行
い
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、

広
報
事
業
、
障
害
者(

児)

本
人
に

よ
る
様
々
な
活
動
の
支
援
事
業
を
実

施
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
行
い
、
地
域
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
法
人
は
、
一
般
就
労
が
困
難
な

障
害
者
に
対
し
て
、
就
労
の
機
会
を

提
供
し
地
域
生
活
支
援
事
業
を
行
い
、

不
特
定
多
数
の
も
の
の
利
益
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
法
人
は
、
全
て
の
人
々
が
安
心

し
て
人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
で
安
心

し
て
生
活
す
る
た
め
の
様
々
な
領
域

の
援
助
を
進
め
て
い
く
事
業
を
行
い
、

も
っ
て
、
障
害
を
も
つ
人
た
ち
の
福

祉
を
推
進
し
、
共
に
生
き
て
い
く
社

会
の
建
設
に
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

平
成
一
八
年
六

月
一
二
日

平
成
一
八
年
六

月
一
二
日

平
成
一
八
年
六

月
一
二
日

申
請
の
あ
っ
た

年
月
日

特
定
非
営
利
活

動
法
人
尾
三
・

市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
会
議

特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
名
称

矢
野

整
司

代
表
者
氏
名

広
島
県
尾
道
市

栗
原
西
二
丁
目

九
番
一
九
号

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

こ
の
法
人
は
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
に
か
か
わ
る
不
正
、

不
当
な
行
為
を
監
視
、
是
正

し
、
も
っ
て
健
全
な
住
民
の

自
治
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

・
役
員
数
の

変
更

定
款
変
更
の

内
容

平
成
一
八
年
六

月
一
二
日

申
請
の
あ
っ
た

年
月
日

(定期)



平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ダ
イ
キ
・
フ
レ
ス
タ
三
原
店

所
在
地

三
原
市
頼
兼
町
二
六
七
二
番
地
一
外

二

提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要

な
し

三

提
出
さ
れ
た
意
見
の
縦
覧
場
所

広
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
局
地
域
産
業
振
興
室

(

広
島
市
中
区
基
町
一
○
番
五
二
号)

三
原
市
経
済
部
商
工
振
興
課

(
三
原
市
港
町
三
丁
目
五
番
一
号)

四

提
出
さ
れ
た
意
見
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
の
で
き
る
時
間
帯

１

期
間

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号)

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

２

時
間
帯

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

広
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号
に
よ
っ
て
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
か
か
り
、
又

は
か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
コ
イ
が
確
認
さ
れ
た
県
内
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
ら
と
連
接

一
体
を
な
す
水
面
の
範
囲
を
、
次
の
と
お
り
と
し
、
平
成
十
八
年
六
月
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

芦
田
川
水
系

(

八
田
原
ダ
ム
か
ら
上
流
、
御
調
ダ
ム
か
ら
上
流
、
服
部
大
池
か
ら
上
流
及
び
瀬
戸
池
か

ら
上
流
を
除
く
。)

二

黒
瀬
川
水
系

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
公
安
委
員
会
告
示
第

47号

次
の
遊
技
機
は�

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(昭
和

60年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号

。以
下
｢規
則
｣
と
い
う

。)
第
６
条
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
の

で�
規
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

。

平
成

18年
６
月

22日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長

宮
地

治
夫
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6P
0351

6P
0272

6P
0296

6P
0176

6S
0095

検
定

番
号

同
上

同
上

同
上

同
上

告
示
の
日

(平
成

18年
６
月

22
日
)

か
ら
３
年
間

検
定
の
有
効

期
間

同
上

同
上

同
上

ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機

回
胴
式
遊
技

機 遊
技
機
の

種
類

Ｃ
Ｒ
ビ
ッ

キ

ーチ
ャ

ン
ス
Ｒ
Ｅ

Ｖ

.
Ｃ
Ｒ
あ
ま

10Ｘ

Ｃ
Ｒ
五
右

衛
門
Ｃ
Ｘ

Ｃ
Ｒ
ぱ
ち

ん
こ
ジ
ョ

ーズ
Ｖ

78
Ｔ
Ｆ
３

ラ
ン
プ
ル

ロ

ーズ

型
式
名

株
式
会
社
三
共

代
表
取
締
役
毒
島
秀
行

(群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
六

丁
目

460番
地
)

株
式
会
社
藤
商
事

代
表
取
締
役
松
元
邦
夫

(大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
内

本
町
一
丁
目
１
番
４
号
)

タ
イ
ヨ

ーエ
レ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
佐
藤
英
理
子

(愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
見

寄
町

125番
地
)

京
楽
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
榎
本

宏
(愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
錦

三
丁
目

24番
４
号
)

Ｋ
Ｐ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
木
戸
秀
二

(神
奈
川
県
座
間
市
東
原
五

丁
目
１
番
１
号
)

申
請

者
名
(住
所
)

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

製
造
業
者
名
(住
所
)

(定期)


